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論文審査の結果の要旨
津島大輔氏が提出した博士論文は全6章から構成されている｡撤密な分子設計と汎用性の高い合成法を
活用して､構造が高度に制御された種々の分子状シリコンクラスターの合成､構造､および電子状態に関
する研究がまとめられている｡
序章では､研究の背景として､ケイ素-ケイ素o結合を主構成要素に持っ分子状シリコンクラスターに
ついて概説され､本論文で述べられる分子状シリコンクラスターを共役ユニットとする分子系およびそれ
に関連する分子系の意義づけが述べられている｡
第一章では､5個のケイ素からなる最小のシリコンクラスターであるビシクロ[1.1.1]ペンタシランの
特徴およびこれを共役ユニットとするための新規誘導体の分子設計が述べられ､それに基づく合成と橋頭
位官能基化が述べられている｡
第二章では､第-章で合成されたビシクロ[1.l.1]ペンタシランをユニットとするオリゴマーの合成に
成功した｡これらは鎖状のオリゴシランには見られない二種類のq共役を示し､ユニット数の増加ととも
にその共役が伸びることを紫外可視吸収スペクトルおよび理論計算により明らかしにた｡この結果は､分
子状シリコンクラスターを共役ユニットとする分子系を系統的に構築した初めての例である｡
第三章では､ビシクロ[1.I.1]ペンタシランとフェニレンの2つの電子系が交互に連結されたオリゴマー
を合成し､ビシクロ[1.1.1]ペンタシランと有機7T電子系が互いに相互作用し､共役が拡張されることを
見出した｡
第四章では､橋頭位に種々の官能基が導入されたビシクロ[1.1.1]ペンタシラン誘導体を合成し､官能
基がビシクロ[1.1.1]ペンタシラン骨格の構造と電子状態に及ぼす効果を系統的に明らかにした｡
第五章では､これまでに全く合成例のなかったテトラシクロ[5.1.1.13･5.01･5]デカン骨格を持っ分子状ケ
イ素クラスターを合成し､その生成機構の考察､およびその構造と電子状態を明らかにした｡
本研究で得られた成果は､分子状ケイ素クラスターの合成および電子状態に関する認識を著しく更新し､
高周期典型元素の化学のみならず､広く有機化学の構造論と反応論の深化に貢献するものである｡
以上の研究成果は､津島大輔氏が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
を示している｡したがって､津島大輔氏提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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